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蓮
根
分
会
の
役
員
を
引

き
受
け
て
活
躍
す
る
、
ス

ト
ゥ
デ
・
ハ
ミ
ッ
ド
さ
ん

（
設
備
工
）
は
、
イ
ラ
ン

出
身
。
小
学
生
ま
で
は
砂

漠
の
中
で
暮
ら
し
、
ラ
ク

ダ
に
乗
っ
て
小
学
校
へ
通

っ
た
と
言
い
ま
す
。

ハ
ミ
ッ
ド
さ
ん
は
日
本

に
住
ん
で
30
年
。
日
本
人

と
結
婚
し
、
日
本
で
子
ど

も
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

日
本
に
溶
け
込
み
、
微
妙

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
日
本
語

も
使
い
こ
な
し
ま
す
。

今
、
イ
ラ
ン
に
は
兄
弟

ら
が
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
に
住

ん
で
い
ま
す
。
「
特
に
、

お
兄
さ
ん
は
、
日
本
が
コ

ロ
ナ
で
苦
し
ん
で
い
る
時

に
、
経
済
的
に
も
精
神
的

に
も
支
え
て
く
れ
た
」
と

話
し
ま
す
。

し
か
し
、
年
明
け
か
ら

全
く
連
絡
が
取
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
電
話
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
携
帯
電
話
、
メ
ー
ル

も
届
き
ま
せ
ん
。
昨
年
、

イ
ラ
ン
が
イ
ス
ラ
エ
ル
か

ら
軍
事
攻
撃
を
受
け
た
際

も
、
電
話
が
通
じ
な
い
こ

と
は
な
か
っ
た
と
言
い
ま

す
。「

と
て
も
心
配
だ
」
と

周
り
に
話
し
て
い
た
矢

先
、
2
月
28
日
に
ア
メ
リ

カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
イ

ラ
ン
に
対
し
て
大
規
模
な

攻
撃
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
今
も
連
絡
は
取
れ
な

い
。
と
に
か
く
無
事
で
い

て
ほ
し
い
。
ア
メ
リ
カ
は

早
く
戦
争
を
や
め
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
遠
い
祖
国

を
向
い
て
祈
り
ま
す
。

化
学
物
質
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
モ

カ
）
に
よ
る
膀
胱
が
ん
で
、

舟
渡
高
島
分
会
の
2
名
（
大

工
・
防
水
工
）
が
、
申
請
か

ら
5
年
が
か
り
で
、
よ
う
や

く
労
災
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

申
請
者
の
も
う
1
名
（
タ
イ

ル
工
）
は
認
定
待
ち
で
す
。

化
学
工
場
で
多
発

建
設
も
多
い
は
ず

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を
取
扱
う
化
学

工
場
で
膀
胱
が
ん
の
多
発
が

2
0
1
6
年
に
発
覚
。
建
設

業
で
も
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
使
用
さ

れ
て
い
る
た
め
、
注
意
喚
起

の
対
話
を
続
け
て
、
「
膀
胱

が
ん
に
な
っ
た
」
と
言
う
3

名
が
労
災
申
請
し
ま
し
た
。

建
設
業
で
は
事
例
が
な

く
、
認
定
さ
れ
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
申
請
し
な
い
こ
と
に
は

何
も
始
ま
ら
な
い
た
め
、「
今

後
、
同
じ
よ
う
に
発
症
す
る

人
の
た
め
に
、
救
済
の
道
を

切
り
開
き
た
い
」
と
、
労
災

申
請
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

同
職
場
で
同
時
期

２
名
発
症
の
例
も

他
に
も
、
2
名（
配
管
工
）

が
同
じ
職
場
で
同
時
期
に
発

症
し
ま
し
た
が
、
労
災
特
別

加
入
し
て
い
な
い
会
社
役
員

で
、
労
災
申
請
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
同
様
の
事
例
が

多
い
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

労
働
基
準
監
督
署
へ
報
告
し

て
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

仲
間
の
証
言
や

技
術
者
か
ら
助
言

元
同
僚
や
多
く
の
組
合
員

か
ら
使
用
実
態
に
つ
い
て
の

証
言
・
意
見
や
、
化
学
工
場

の
労
働
組
合
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現場でのＭＯＣＡの使用実態
…証言や調査で判明
・ウレタン防水の硬化剤や、塗り
床材に使用

・接着剤に使用の可能性が高い
・ウレタン防水の後工程や、近接
する場所での工事だった

建設従事者は膀胱がんの発症
リスクが高い
…土建国保のデータで判明
東京土建国保のデータで組合員

の発症率を、国立がん研究センタ
ー「がん統計」と比較。
すると、年齢が高くなるにつれ、

建設従事者は一般の方よりも膀胱
がんの発症リスクが高まる、と推
定されることが判明しました。

3
月
下
旬
に
各
分
会
で
健

康
保
険
証
に
か
わ
る
「
資
格

確
認
書
」「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
交
付
会
で
渡
し
ま

す
。
時
間
と
会
場
地
図
は
3

月
群
会
議
で
案
内
し
ま
す
。

健
康
診
断
の
受
診
券
も
一

緒
に
渡
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し

た
方
も
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
通
信
不
良
・
磁
気
不
良
や

時
間
外
救
急
な
ど
の
時
の
ス

ム
ー
ズ
な
受
診
の
た
め
、「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
一

緒
に
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し

て
い
な
い
方
は
、
従
来
ど
お

り
紙
の
ま
ま
で
使
え
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
が

世
界
を
相
手

に
ふ
っ
か
け

た
「
ト
ラ
ン

プ
関
税
」が
、

米
国
最
高
裁

判
所
で
違
憲
と
判
断
さ
れ

た
。
何
か
と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ

な
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
が
、
米
国

に
は
歯
止
め
と
な
る
三
権
分

立
の
民
主
主
義
が
生
き
て
い

た
▼
そ
う
言
え
ば
、
昨
年
の

日
米
合
意
は
ど
う
な
っ
た
の

か
。日
本
政
府
は
、輸
出
大
企

業
の
利
益
を
守
る
た
め
、
ト

ラ
ン
プ
関
税
を
引
下
げ
て
も

ら
う
見
返
り
に
、
総
額
85
兆

円
も
の
対
米
投
資
や
、
米
国

製
兵
器
の
さ
ら
な
る
購
入
を

約
束
し
た
▼
ト
ラ
ン
プ
関
税

が
な
く
な
っ
た
の
で
、
約
束

は
ゴ
ワ
サ
ン
で
白
紙
に
、
と

思
い
き
や
、
高
市
首
相
は
一

方
的
に
実
行
す
る
と
言
う
。

そ
ん
な
金
あ
る
な
ら
国
民
に

回
せ
よ
▼
米
国
の
ご
機
嫌
取

り
ば
か
り
す
る
総
理
大
臣
を

「
ア
メ
リ
カ
の
犬
」と
呼
ば
れ

る
が
、
高
市
首
相
の
シ
ッ
ポ

の
振
り
方
は
尋
常
で
は
な
い

▼
「
オ
レ
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
」
と
豪
語
し
た
ト
ラ
ン

プ
氏
だ
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
イ

ラ
ン
を
先
制
攻
撃
し
た
。
民

主
主
義
先
進
国
の
米
国
も
、

戦
争
を
止
め
る
力
や
制
度
は

ま
だ
持
っ
て
い
な
い
。
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
は
そ
れ
を
作
っ

た
者
に
ふ
さ
わ
し
い
▼
私
た

ち
が
作
ら
な
き
ゃ
、
と
「
ア

メ
リ
カ
の
犬
」
を
見
て
思
っ

た
。
日
本
が
米
国
の
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
。

膀胱がんに労災膀胱がんに労災

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ

化
学
物
質「
モ
カ
」が
原
因

救済の道を
切 り 開 く
救済の道を
切 り 開 く

大
工
と
防
水
工

舟
渡
高
島
分
会
の
２
名
が
認
定

土
建
国
保
証
交
付
会

３
月
末
に
各
分
会
で

祖
国
イ
ラ
ン
に
兄
弟
が

蓮根分会
ハミッドさん

米・イスラエル
が 先 制 攻 撃
米・イスラエル
が 先 制 攻 撃

年
明
け
か
ら
連
絡
と
れ
ず
心
配

イランにいる兄弟らと
連絡が取れず心配だと
話すハミッドさん

�戦争やめて�
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労
災
保
険
・
雇
用
保
険

の
の
年
度
更
新
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
手
続
き
を

し
な
い
と
、
特
別
加
入
者

は
労
働
災
害
が
あ
っ
て
も

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
し

ま
し
ょ
う
。

一
人
親
方
は
3
月
16
〜

26
日
、
事
業
所
は
3
月
27

日
〜
4
月
27
日
の
間
に
、

板
橋
支
部
事
務
所
で
来
所

受
付
日
を
設
け
ま
す
。

総
合
賠
償
責
任
保
険
、

労
働
災
害
総
合（
上
乗
せ
）

保
険
も
更
新
手
続
き
し
ま

す
。な

お
、
労
災
の
休
業
補

償
は
基
礎
日
額
の
8
割
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
大
ケ
ガ

や
石
綿
の
よ
う
に
長
期
の

休
業
と
な
る
場
合
で
も
、

生
活
が
維
持
で
き
る
金
額

を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

1
月
28
日
夜
、
中
野
ゼ
ロ

ホ
ー
ル
に
て
、
国
民
春
闘
総

決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、
板

橋
支
部
か
ら
15
名
、
全
体
で

7
0
0
名
が
参
加
し
ま
し

た
。集

会
で
は
、
「
25
年
春
闘

は
、
多
く
の
職
場
で
賃
上
げ

を
勝
ち
取
っ
た
が
、
物
価
高

騰
で
実
質
賃
金
は
下
が
り
続

け
て
い
る
」
と
し
て
、
「
26

年
春
闘
は
、
10
％
以
上
の
大

幅
賃
上
げ
交
渉
を
進
め
よ

う
」「
対
話
と
学
び
合
い
の
運

動
で
仲
間
を
増
や
そ
う
」
と

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
寸
劇
を
交
え

た
決
意
表
明
を
行
っ
た
後
、

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
大
幅

賃
上
げ
・
底
上
げ
を
」
な
ど

の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

て
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
ま
し
た
。

幅
広
い
労
働
組
合
が
一
緒

に
地
方
行
政
へ
政
策
実
現
を

求
め
る
「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
」
で
、
1
月
22
日
、

板
橋
区
と
交
渉
し
、
東
京
土

建
が
加
盟
す
る
板
橋
区
労
連

か
ら
11
名
が
参
加
し
ま
し

た
。技

術
系
職
員
の
確
保
に
つ

い
て
、
「
退
職
者
不
補
充
で

技
術
継
承
が
で
き
て
い
な

い
」
と
の
意
見
に
対
し
、
区

側
は
「
清
掃
は
イ
ン
フ
ラ
の

要
素
が
あ
る
の
で
近
年
採
用

し
て
い
る
。
他
は
事
務
職
員

か
ら
異
動
さ
せ
て
欠
員
が
出

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
特

別
区
全
体
で
採
用
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
」
と
の
回

答
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
図
面
が
読
め
な

い
、
数
量
の
間
違
い
な
ど
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
」と
の
指
摘
に
対
し
、「
確

か
に
人
材
の
質
が
落
ち
て
い

る
の
は
、
ゆ
ゆ
し
き
こ
と
」

「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
で
人
材
育
成

を
進
め
た
い
」
と
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

前
向
き
な
質
疑
の
後
、
東

京
土
建
の
穴
澤
書
記
次
長
は

「
か
つ
て
板
橋
区
が
作
っ
た

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で
は
『
さ

す
が
板
橋
』
と
言
わ
れ
て
い

る
。
公
契
約
条
例
も
良
い
内

容
を
作
っ
て
い
こ
う
」
と
話

し
、
終
了
し
ま
し
た
。

電
気
・
設
備
・
防
災

関
係
の
事
業
所
で

都
立
北
豊
島
工
科
高
校

の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ

（
生
徒
の
職

場
体
験
）
の

受
入
れ
が
可

能
な
企
業
を

募
集
し
ま
す
。

地
元
で
就
職
の

希
望
が
多
い

こ
の
学
校
は
、
板
橋
支

部
会
館
の
近
く
、
富
士
見

町
に
あ
る
、
板
橋
区
内
で

唯
一
の
工
業
高
校
で
す
。

地
元
で
の
就
職
を
希
望
す

る
生
徒
が
多
い
と
の
こ
と

で
す
。

建
設
業
の
魅
力
を
伝

え
、
建
設
業
界
に
入
職
者

を
む
か
え
る
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。
詳
細
は
板
橋

支
部
事
務
所
ま
で
問
合
せ

下
さ
い
。

【
対
象
】
電
気
・
設
備
・

防
災
関
係
の
組
合
員
の
事

業
所

【
期
間
】
11
月
頃
の
平
日

3
日
間
を
予
定

【
条
件
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
人
票
を
提
出
済
、
就

業
規
則
・
36

協
定
整
備
済

で
、
学
校
の

趣
旨
に
賛
同

で
き
る
事
業

所

【
費
用
】
授
業
の
一
環
と

し
て
行
う
た
め
報
酬
や
経

費
は
出
ま
せ
ん

【
締
切
】
3
月
19
日

賃金実態調査

3月群会議で協力をお願いします。仲間の

賃金実態をつかみ、大手企業との団体交渉だ

けでなく、社会保障や税金の運動、業界懇談

や自治体交渉などにも活かされます。

日曜健診

4月26日小豆沢病院

（締切は約3週間前。平日はほぼ毎日可）

※じん肺・有機溶剤の特殊健診も同時受診可

（石綿・アーク溶接・ＭＯＣＡは平日のみ）

3月の専門部会

3月19日（木）税金

4月1日（水）社保

他はありません

会議のため板橋支部事務所を閉めます

3月18日（水）午後

4月2日（木）一日

4月16日（木）午後

求
人

○
建
築
・
土
木
・
電
気
施
工

管
理
技
士

正
規
雇
用
／
経

験
者
・
要
資
格
・
要
普
通
免

許
／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ
ン

研
究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前
野

中
台
分
会
☎
0
8
0
―
5
5

7
6
―
4
4
7
3

大幅賃上げ・底上げを大幅賃上げ・底上げを
物
価
高
騰
以
上
を
求
め

１・２８国民春闘
総決起集会

各
職
場
で
対
話
進
め
よ
う

富士見町の都立
北豊島工科高校

生
徒
の
職
場
体
験
で

受
入
れ
企
業
募
集

国民春闘総決起集会で、各団体から参加した代表者が、
賃金の大幅引上げをめざした決意表明を行う

板橋区と交渉「
専
門
職
の
育
成
を
進
め
る
」

１
・
２２
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
で
表
明

年
度
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